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 昨年の米国の金融危機の影響を受け、急激な景気後退による企業業績の下降傾向などを背景に、

日本の輸出産業を中心としておこった非正規雇用の急激な削減は、最近の失業率を高める一因とな

っている。概して非正規雇用からの失業者は、正社員として必要な技能・知識を持たないことが多

いうえ、非正規雇用と失業の間を往復することも少なくないため、労働市場における需給のミスマ

ッチを拡大させている可能性がある。 
同時に、就労を希望しながらも、実際には厳しい就労環境に耐えられず、また家庭と仕事の両立

が困難であることのほか、外国人については就労に必要な日本語能力の不足もあって、就職活動を

あきらめ、非労働力人口にカウントされ、失業統計に含まれない人々の割合は高水準となっている。 
政府は、就労インセンティブを高め、労働力人口を増加させ、経済社会の持続的な発展を可能と

する雇用政策を強化するとともに、最近では緊急経済対策の一環として、教育訓練、住宅確保など

と職業紹介サービスを一体的に提供し、外国人への就労支援も実施している。しかし、労働市場に

おける需給ミスマッチは従来以上に多様化し拡大し、雇用対策はまだ十分な効果を発揮していない。 
また少子高齢化の程度、グローバリゼーションの影響、産業構造の違い等により、労働市場の需

給ミスマッチに地域差が見られ、今後雇用政策も市町村など自治体との協力が重要になっている。 
 本報告では、①地域データを用いて、地域労働市場の需要面と供給面から地域労働市場の需給ミ

スマッチの規模やその決定要因について分析する。②これらの分析結果に基づき、日系ブラジル人

の雇用が、需給ミスマッチに与える影響について、「Location Choice」の理論を応用した分析を行

い、雇用変動と産業構造の変動との関係やそれらの決定要因を分析する。③最近の日系ブラジル人

をめぐる雇用及び地域労働市場に適合した外国人雇用対策の必要性を提言する。 
 
１．地域労働市場の需給ミスマッチモデルと需給ミスマッチ分析 
 労働市場に関する経済理論においては、供給と需給が一致する均衡点において、実質賃金と雇用

量が決定される。しかし実際の労働市場では、失業と欠員が併存するミスマッチ状況が一般的であ

る。そこで、労働市場における失業と欠員の共存を前提とし、労働需給ミスマッチの原因及び対策

の効果を分析するために開発された理論モデルである、レイヤール・ニッケル・モデル

（Layard-Nickell Model）（Layard and Nickell 1986, Bellman and Jackman 1996）を用いて、

需給ミスマッチの概念そのものを拡大し、レイヤール・ニッケル・モデルを拡張した。これは、労

働需要や労働供給の多様な要素を明示的に含み、労働需給ミスマッチの決定要因と雇用対策の効果

を測定するうえで、より一般的なモデルといえよう。 
次に拡張されたレイヤール・ニッケル・モデルをもとに、計量分析を行い、労働市場のミスマッ

チの決定要因を比較検討する。データは、原則として、47都道府県の暦年数値とし、これを、1997
年から2001年までと、2002年から2007年までについてプールし、日系ブラジル人も説明変数に

含め、最小二乗法による多変量解析の方法により、計量方程式を推定し、分析を行う。 
 



 
 

２．日系ブラジル人の雇用と需給ミスマッチ  
 次いで、日系ブラジル人の雇用が、需給ミスマッチに与える影響を掘り下げて検討するため、

「Location Choice」の理論を応用して、経済的及び非経済的な両面から決定要因を分析する。 
 先行研究においては、需要面では、外国人労働者は不足する現業労働における日本人労働者の代

替手段とされ、ブローカーの介入により景気変動への調整手段となっているという指摘や（今村

2001）、供給面では、外国人の滞在期閒の長期化や家族形成の進展が指摘されてきた（梶田2001）。
最近では、企業が外国人を雇わなくなった理由に、日本人が十分に採用できることに次いで、日本

語によるコミュニケーションがとれないことを挙げる調査結果も見られる（中村ほか2009）。さら

に、今世紀における製造業の国内回帰と地域における産業集積に、ブラジル人雇用が貢献したとい

う分析結果もみられる（井口2009）。これら指摘をふまえつつ、日系ブラジル人就労・居住の地域

の選択行動の変化が、労働市場における需給ミスマッチにどのように影響を与えたかを検討する。 
 
３．最近の日系ブラジル人の雇用及び地域労働市場に適合した外国人雇用対策の必要性 

最後に、昨年の金融危機後の非正規雇用の急激な削減が、派遣・請負といった不安定な雇用形態

で就労していた多くの日系ブラジル人に与えた影響について検討し、日系ブラジル人などに対する

緊急雇用対策の課題を明らかにする。これに加え、日本の人口の減少とともに増大が見込まれる外

国人との多文化共生を目指す自治体の地域政策と連携し、地域労働市場に適合した外国人雇用対策

の必要性について提言する。 
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